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神代第五段 一書第七 カグツチの死体、血 い力蕾の瀞､ﾂごiIriiii瀞､f譽ii蕊i､響製瀞、
繼辮､党』警喬舅?i;iii､鑿?|寄妥;iii､兒謹Ｉ
i筆:i:瀞
神代第五段 書第八 カグツチの死体 笑iri義､竿iri護､麓山祇､差勝山祇、
!i篝[ii護
神代第五段 一書第十 ウケモチノ神の死体 羊j篝､蘂､鴬､緯､繕､蓼､諭づき､曰＿
４日本思想大系版は青木和夫ほか校注(1982),「古事記Ｌ岩波書店であり,新編日本古典文学全集
版は,山口佳紀／神野志隆光校注・訓ｌｗ７),『古事記｣，小学館である。
,日本古典文学大系版は坂本太郎ほか校注(上巻1967．下巻1965)，『日本書紀』上巻．下巻岩波
書店であり，新編日本古典文学全集版は小島憲之ほ力校注･訳(①1994.②1”6.③1998),『日本書
紀』①~③,小学館である．
6書き下し文は特にことわりがない限り,「古事記｣については日本思想大系版(青木和夫ほ力校注
1982,岩波書店）から,『日本書紀』については日本古典文学大系版(坂本太郎ほか校注上巻1967．
下巻1％5,岩波書店)から引用する.ふりがなはひらがなに統一する．下線は西田による．（）内は
場面を簡潔に示したものを示す.また，『記紀｣の書き下し文形式の原典には異体字や旧字体が使用
されている場合があり，入力できないものに関しては正字や新字体で入力した．さらに,漢和辞典
を用いても判明しなかった漢字については,他のテキストにおける使用文字を参照したり，漢字の
形.訓.意味にもとづいて代用可能な新字体の漢字で表記した.そして，『記紀』から引用する際の
共通ルールとして,（）内の場面記述や本論文の記述におけるﾈ銘の表記は原則としてカタカナ表
記にし,カタカナ表記にすることで理解しにくい場合のみ原文中の漢字表記を用いることにする.
また，どのように訓読するのかを示す訓注は省略した.以下の記述はこれらの規定にもとづく．以
頂『記紀』からの引用はそれぞれ『古事記』，『日本書紀」と略記し,頁数（アラビア数字）のみ
を,また,『日本書紀』については巻数(上・下）と頁数（アラビア数字）のみを記す.また,新編日
本古典文学全集版から引用する場合書名の前に「全集版」とつけて大系版との区EIIをおこなうこ
とにしたい．
７『古事記｣ｐ３７．
８『古事記』Ｐ３９．
，全集版『古事記』ｐ51.
10『古事記』ｐ､８７．
１’『古事記』ｐ､25Ｌ
ＩＺ山本幸司は幟と大祓』において,『触艤問劉や『文保記』を引き合いに出しながら,殺人が普
通の死穣より軽い場合があることを指摘している.その理由として，「死艤を忌む程度が死に方の違
いによるのではなく，死体との接触の仕方の違いによって判断されたからだろう」（P27)と推定し，
刑事上のサンクションと糠とが連動していない点に注目している．
旧『古事記ｊｐ５５・原文中に出て来る繰り返し記号が入力できなかったので,代わりに「々」を使用
した.また，「大気都比売」と「大宜津比売神」について,表記は異なるものの文脈上同一神と考え
られるので,同じ神を示すものと考えた．
１４『古事記lp203．
]５『古事記』ｐ２４９．
１６省略した用例についてここで一言したい.それは,名前を挙げ,その名前の読み方を示す箇所で
使用されている用例である.その一文を取り上げてみよう．引用する箇所の頁数は（）の後に算
用数字で記し,「日本書紀』上巻の頁数を示す．
榊代上、第五段一書第七）ｐｐ・％-97
不須也凶目鰍､此をぱij]｛i1ib芝ﾉｰｲ鍬鯵(j1itl妻と云ふ゜
この用例は「ケガレ」観念の分析に資するものではないと考え、取り上げて検討することを省略し
た．
１７『日本書紀』上pg2．
－３９－
'８『日本書紀』上Ｐ94.
1,全集l仮『日本書紀｣①p49.
20「日本書紀』上P､100.
2’『日本書紀』上ppl37-138・
互『日本書紀」下P294.
23『日本書紀』上pplO1-lO2、
２４『日本書紀』下p290．
五『日本書紀』下p302.
26「日本書紀』上pp・'04-105.
27『日本書紀』上Ｐ118.
羽「生命的なものの否定」という言い回しは、中村雄二郎がその著書において用いた表現と同じも
のであるが、中村の考察は悪そのものについてなされており、本稿での考察よりもはるかに広ﾚ射
程における考察となっている。したがって、言い回しは同じであるが、その意味する射程は大きく
異なることに注意して頂きたい.中村雄二郎(1994),『悪の哲学ノート』，岩波書店,p･１７を参照．
mMa1yDouglas(1984),p〃iD′CmzﾉDcmgcl9,Routledgeにおけるdirtという言葉に対し，邦訳書(メアリ・
ダグラス(1朔),塚本利明訳，『汚穣と禁忌Ｊ，思潮社）では,「汚穣」「汚物」「不i争」など,複数の訳
語があてられている.それに対し本稿では,それらの意味をすべて含みうる訳語として｢ケガレ｣を
用いることにした.ただし,diltとケガレとの間にはずれがあることを想定できるのであり，完全に
互換性のあるものとして「ケガレ」という言葉を用いるわけではない
301bid.,p2
31Ibid.,pp､１９２０
３２１bid,ｐ2
33本節での見解に通じる論考として,新谷尚細川7),『ケガレからカミヘ{新装Hjq』,岩田書院を挙
げることができる.新谷は民｛谷学の立場から，「ケガレがさまざまな儀礼的手続きをもってハラヘヤ
ラレたとき、たちまちのうちに逆転して、威力あふれる神としてわれわれの前に立ちあらわれる、
という民俗の墓瑁構造」（p87)を指摘している.
汎ここで取り上げた「根源的生命」という鱈捻については，他の論者も異なる表現をもって言及し
ていると考えることができる.たとえＩ工日本倫理思想史家の相良亨は謡曲｢養老」の一節にふれ
つつ,尽きることなく流れる水という表現において，「人間の生死をつつみこえて生成する､大いな
る生命ともいうべき宇宙の生成｣が語られていると述べている.相良亨(1994),｢相良亨著作集4』,ぺ
りかん社,ｐｌ８３を参照．
３５朴奎泰「日本の宗教文化における悪と他F昔｣，島薗進編(2006),シリーズ思想の身体｢悪の割，春
秋社,P1,5.また,生命への原初的信仰という貝ji\に通じるものとして,丸山眞男歴史意識の『古
層｣｣論文における「つぎつぎになりゆくいきほひ」という歴史意識の規定を挙げることができるだ
ろう．丸山眞男(,996)，歴史意識の古層」，『丸山眞男集第十巻』，岩波書店,pp,3毛6．
”桜井の瓢早に関する箇所は、桜井徳太郎(1985),前枕犢pp､40-52をまとめたものである．
３７『古事記』ｐ37.
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